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	fill_33: 
	fill_34: 
	fill_35: 
	fill_36: 
	fill_37: 1575年に創立されたオランダ最古の大学。その歴史ゆえに著名な研究者・政治家などを多数輩出している。人文学系や法学系統に強みと人気があるが、理学部や医学部もあり、いわゆる文系中心の幅広い学部構成となっている。国際教育にも熱心で、留学生の受け入れも積極的に行っていてサポートが手厚い。また、オランダ語での授業だけでなく英語で開講している授業もかなり多い。
	fill_38: オランダ語の語学コースが開講されていたり、ISNという留学生向けの学生団体がLanguage Exchangeを行っている。
	undefined_2: 学部に留学生向けのStudy Coordinatorがいたり、授業ごとにもCoordinatorがいる。場合によると思うが、先生や他の学生にも相談しやすく、アドバイスやフィードバックをもらうことができる。
	undefined_3: カウンセラーやスタッフが定期的に相談窓口を持っている。
	fill_1_2: 大学のHousing Officeを通じて留学生用住居を用意してもらった。一定の条件を満たせば家賃補助も受けられる。しかし、私たちの次の代より留学生増加と住宅不足の影響からか交換留学生でも住居があっせんされないケースが増えているようなので、その場合は専用サイトやFacebookのグループを使って自分で探さないといけない。
	undefined_4: 留学生向け団体のISNがいくつかのクラブを持っている（演劇、料理クラブなど）。また、大学のスポーツジムで活動している運動系のサークルに入っている留学生もいた。
	21: ライデンは小さい町だが学生の街であるので、住宅不足が深刻な問題になっている。留学生はおろか、オランダ人正規生でも部屋を探すのは大変である。交換留学なのでHousing Officeを通じて部屋を探すのが一番いいが、条件を狭めてリストを出したりすると「住居面でのサポート」で書いたように、部屋が用意されづらくなっているようだ。Housing Officeから部屋が用意されなかった場合、Facebookのグループや学生用住居探しの専用サイトで自分で探すしかない。シェアルーム、self-contained studioなど様々な部屋のタイプがあり、家主やルームメイトとのトラブルなども起こることはあるので、そのあたりを考えて部屋探しをするといいと思われる。
	fill_4: 学研災付帯海外留学保険（「付帯海学」）（神戸大学指定の保険）
	undefined_5: 
	toggle_1: On
	toggle_2: Off
	toggle_3: Off
	toggle_4: On
	toggle_5: Off
	fill_6_2: 寮のインターネット回線を使用しており、月々の家賃にその料金が入っていたので、無線LAN用のルーター代以外特に追加で料金がかかることはなかった。
	toggle_6: On
	toggle_7: Off
	fill_7_2: 学部のキャンパス内のコンピュータルームや図書館に多くのパソコンがある。日本語もタイプできる。
	fill_8_2: 通っていない。
	undefined_6: 衛生面での問題は特にない。自分で特別に必要な薬は日本から持参したが、頭痛薬などの市販薬はドラッグストアで購入できる。
	fill_3: 鉄道の割引がきくPersonal OV-chipkaartやMuseumkaartなど、多くの場合でオランダの口座と現地のデビットカード(pin)が必要になるので、現地で口座開設を行った（初期の諸手続きに組み込まれているので学校側が案内してくれる）。また、現地での現金引き出し可能なキャッシュカードを発行してもらえる銀行口座を日本で開設し（新生銀行）、親に月々の奨学金をそこに振り込んでもらってオランダで引き出したり現地の口座に振り込んだりしていた。
	undefined_7: 実に様々な背景を持った人がいるので、文化や習慣も様々であるとしか言いようがない。英語が使える人がほとんどで（私の場合、スーパーであった高齢のお客さんか美容院のスタッフさんしか英語が通じない人がいなかった）、コミュニケーションがとりやすい。アジア人ということで変な言葉をかけてくることも稀にあったが、基本的に寛容な社会といえる。
	fill_5_2: ボランティアやイベントで出会って話すことなどはあった。
	undefined_8: Camera Japanという日本映画のフェスティバルのボランティアをした。
	fill_7_3: オランダ全体にも言えることであるが、治安はかなりいい。小さい町でスーパーなども多く、混雑しているわけでもないので非常に住みやすい。ライデン大学があるからというのもあると思うが、外国人だからという理由で嫌な目にあったことはほとんどない。
	undefined_9: していない
	fill_1_3: JASSO奨学金
	52: 『地球の歩き方』、『オランダを知るための60章』、Study in Holland(studyinholland.nl)、The Leidener(theleidener.com)、Dutch Review(dutchreview.com)、DutchNews.nl(dutchnews.nl)
	undefined_11: 値が張るなどはあるが、よほどこだわりのあるものがない限りほとんどすべてのものが手に入ると思うので、特になし
	fill_11_2: 語学力の向上
：留学前は英語の授業を受けたり、ほんの少しだけ海外の人と英語で会話することはあったが、留学が始まってからは日常会話がまったくできずとても大変だった。人と話すことでどういう言葉が使われているかを学ぶのが一番だと思ったので、イベントのボランティアをしたり、ルームメイトやタンデムのパートナーと話すことで日常会話のレベルを上げる努力をした。英語での授業を受けることに特に問題はなかったが、学術的な英語にてこずることが多く、タンデムのパートナーに頼んでエッセイの添削などをしてもらってそちらも徐々にレベルを上げることができたと思う。
コミュニケーション力の向上
：英語もオランダ語もままならなかったが頑張って伝えようとすることや、会話をいかにつなげるか、また初対面の人と話す機会がたくさんあったので、初対面の人とどういう風に会話をするかなどを学ぶことができた。
今後のキャリア
：多様なキャリアパスを知ることができ、また自分のキャリアパスも明確になりつつある。
	54: ・行きの飛行機が遅れて、両替上は全て閉まっている中日本円の現金しかなく、空港からやや離れたホテルに夜中で大荷物を抱えてネット接続なしに一人で歩いて行かないといけなかったこと（その時は通りすがりの人に道を聞き続けて助けてもらった）

	fill_9_2: ライデン大学のサポートが手厚く、ほぼそれで十分だった。
また必要なときは神戸大の国際交流課の担当者の方も迅速に対応してくださった。
	fill_10_2: 後輩に薦める。
：留学したい場合私費留学よりはるかに手続きがスムーズであり、金銭的にもやさしい。また、交換留学以外でこのレベルの大学に行くのはさらに困難になってくると思うから。
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	fill_31_2: Dr. Olga van Marion
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	fill_34_2: Dr. Kitty Zijlmans
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	fill_36_2: Documentary Film
	fill_37_2: Dr. Eliza Steinbock
	fill_38_2: Pre-masterもいる、ゼミのような授業スタイル。フィードバックが手厚い
	fill_39: Photography  2
	fill_40: Ms. Ilse Leenders
	fill_41: KABK（オランダ王立美術アカデミー）開講の授業。
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	fill_43: 
	fill_44: 
	fill_45: 
	fill_46: 
	fill_47: 
	fill_48: 
	fill_49: 
	fill_50: 
	fill_51: 授業によってクラスのサイズが違い、いわゆる講義スタイルのもの、ゼミスタイルのものなどがある。成績評価はちゃんとやればちゃんと成績をもらえるので特に厳しいとは思わない。大人数の講義でも質問が学生から多く出たり、少人数クラスになるとディスカッションが活発でとても面白い。
	fill_11_3: 往復約14万円（片道ずつ取ったので）
	fill_12_2: 50,000円 
	fill_13: 11
	fill_14_2: 550,000円
	fill_15_2: 7,000円
	fill_16_2: 11
	fill_17_2: 77,000円
	fill_18_2: 約98,000円
	fill_19_2: 約250,000円（教科書代、日用品、娯楽費、雑費）
	fill_20_2: 約1,115,000円
	fill_1_6: 海外経験が短期の海外派遣プログラムか旅行しかなかった自分にとって、この交換留学は初めて尽くしだった。ヨーロッパに行くことも、一人で飛行機に乗ることも、完全な一人暮らしも初めてで、慣れるまでにかなり時間はかかったが、大学や現地の人、ほかの交換留学生にも助けてもらって、充実した10か月を経験することができた。オランダは様々な面で生活しやすく便利な国だが、やはり日本とは異なる国なので、準備を抜かりなく行うことが必要である。また、現地で何か困ったことやトラブルに遭遇したら、自分で何とかする気概は必要だが、ほかの人に頼ることでスムーズに解決することはたくさんあるので遠慮なく質問したりするべきだと思う。特にオランダは多くの背景を持つ人がいてそのような人々を受け入れることにおそらく慣れていること、そしてライデン自体も留学生の多い学生の街だからか、多くの人に助けてもらうことができた。
授業外でこの10か月間で特に心がけたことは情報収集で、キャンパスや町に貼ってある広告、ポスターやFacebookなどでイベントやボランティア情報を探して参加したりした。自分のコミュニケーション力向上に役立ったし、新たな人と出会うことでキャリアなどで新しい気付きを得られたり、現地でしかできないような経験をたくさんすることができたので、アンテナを張り続け、いろいろなところに赴くことをお勧めしたい。
ライデン大学で充実した交換留学ができたので、得られた語学力や生活力などはもちろん、留学した経験を生かして日本に来る外国人留学生などをサポートすることで、今後もこの経験を生かしていきたいと思う。
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